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合同労組の意義と組織的特徴から生じる労組法上の課題（二・完）

合
同
労
組
の
意
義
と

組
織
的
特
徴
か
ら
生
じ
る
労
組
法
上
の
課
題
（
二
・
完
）

松　
　

井　
　

有　
　

美

四
．
法
適
合
組
合
の
要
件

　

労
働
組
合
が
労
組
法
上
の
救
済
を
受
け
る
た
め
に
は
、
法
適
合
組
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
適
合
組
合
は
、
主
体
性
・
自
主

性
・
目
的
・
団
体
性
・
規
約
の
要
件
を
満
た
し
た
労
働
組
合
で
あ
る
（
労
組
法
二
条
本
文
、
同
五
条
二
項
）。
法
適
合
組
合
の
主
体

性
・
自
主
性
要
件
に
関
わ
る
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
の
一
つ
が
労
組
法
上
の
「
労
働
者
」
性
で
あ
る
（
労
組
法
三
条
）。

　

現
行
労
組
法
は
、
旧
労
組
法
と
比
較
す
る
と
労
働
組
合
が
「
組
合
員
の
利
益
を
集
団
的
に
代
表
す
る
こ
と
を
擁
護
す
る
も
の
と
し

て
」、
ま
た
、
労
働
者
が
労
働
組
合
へ
加
入
・
結
成
し
よ
う
と
す
る
時
点
、「
あ
え
て
換
言
す
れ
ば
組
合
員
に
な
ろ
う
と
す
る
段
階
を
も

っ
て
保
護
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、「
組
合
員
」
の
た
め
の
法
と
し
て
の
性
格
を
強
く
帯
び
て
い
る
」。
労
組
法
上
の
「
労
働
者
」
を
検

討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
労
組
法
の
性
格
に
鑑
み
て
、
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

昭
和
三
〇
年
代
に
お
い
て
、「
労
働
者
」
性
が
問
題
と
な
っ
た
職
種
・
業
種
は
、
土
建
関
係
、
問
屋
制
家
内
工
業
関
係
、
漁
業
関
係
、

保
険
外
務
員
等
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
使
用
者
と
思
わ
れ
る
者
と
の
間
に
雇
用
関
係
が
不
明
確
な
者
で
あ
っ
た
。
現
代
の
合
同
労
組
も
多

（
84
）

（
85
）
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論　　　説

種
多
様
な
労
働
者
あ
る
い
は
労
働
者
性
が
明
ら
か
で
な
い
役
務
提
供
者
の
加
入
を
認
め
て
き
た
が
、
合
同
労
組
が
こ
の
よ
う
な
者
ら
を

超
企
業
的
に
組
織
し
て
き
た
の
は
、
他
の
組
織
形
態
で
は
救
済
し
き
れ
な
い
者
を
「
労
働
者
」
と
し
て
組
織
し
、
団
体
交
渉
等
を
通
じ

て
、
そ
の
労
働
条
件
や
労
働
環
境
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
種
多
様
な
者
を
組
織
す
る
合
同
労
組
に
と

っ
て
、
組
合
員
に
労
組
法
上
の
「
労
働
者
」
性
が
肯
定
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
重
大
な
関
心
事
で
あ
る
。
ま
た
、
独
占
禁
止
法
等
そ
の

他
の
法
律
に
よ
っ
て
救
済
が
可
能
な
場
合
を
除
き
、
役
務
提
供
者
に
労
組
法
上
の
「
労
働
者
性
」
を
肯
定
し
、
合
同
労
組
に
法
適
合
性

を
広
く
認
め
る
こ
と
は
、
低
労
働
条
件
に
悩
む
「
労
働
者
」
の
生
活
向
上
ひ
い
て
は
労
働
市
場
全
体
の
底
上
げ
の
契
機
と
な
り
う
る
の

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
社
会
全
体
と
し
て
も
有
益
な
こ
と
と
い
え
よ
う
。

　

以
下
で
は
、
法
適
合
組
合
の
要
件
の
う
ち
、
合
同
労
組
と
の
関
係
で
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
主
体
性
・
自
主
性
要
件
を
検
討
し
つ

つ
、
労
組
法
上
の
「
労
働
者
」
性
に
つ
い
て
触
れ
る
。
ま
た
、
団
体
性
に
つ
い
て
も
簡
潔
に
確
認
・
検
討
を
行
う
。

　
（
一
）
主
体
性

　

ア
．「
労
働
者
」

　

法
適
合
組
合
は
、「
労
働
者
」
が
「
主
体
と
な
っ
て
」
組
織
す
る
労
働
組
合
で
あ
り
（
労
組
法
二
条
）、「
労
働
者
」
に
つ
い
て
は
、

労
組
法
三
条
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
労
働
者
」
に
該
当
す
る
か
の
判
断
基
準
に
つ
き
、
人
的
単
位
と
す
べ
き
か
、
契
約

単
位
と
す
べ
き
か
で
争
い
が
あ
る
。

　

あ
る
組
合
員
が
複
数
の
相
手
方
と
そ
れ
ぞ
れ
に
役
務
提
供
契
約
を
締
結
し
、
か
つ
、
そ
れ
ら
の
契
約
に
独
立
自
営
的
な
契
約
と
非
独

立
自
営
的
な
契
約
が
併
存
し
て
い
る
場
合
、「
労
働
者
」
性
を
当
該
人
物
が
給
与
等
に
よ
っ
て
生
活
を
す
る
労
働
者
階
級
に
属
す
る
か

否
か
と
い
う
人
的
観
点
か
ら
判
断
す
る
か
（
属
人
的
判
断
）、
個
々
の
役
務
提
供
先
と
の
関
係
で
個
別
に
判
断
す
る
（
関
係
的
判
断
）

か
に
よ
っ
て
、「
労
働
者
」
性
を
肯
定
で
き
る
範
囲
が
異
な
る
。
最
高
裁
判
決
は
、「
労
働
者
」
性
に
つ
き
、
関
係
的
判
断
を
行
っ
て
い

（
86
）

（
87
）
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合同労組の意義と組織的特徴から生じる労組法上の課題（二・完）

る
。
も
っ
と
も
、
法
政
策
的
に
は
、
関
係
的
判
断
と
い
う
見
解
は
企
業
別
組
合
と
は
親
和
的
で
あ
る
が
、
合
同
労
組
の
よ
う
な
超
企
業

的
組
合
の
形
成
を
妨
げ
、
労
組
法
の
射
程
を
狭
め
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
合
同
労
組
が
、
特
定
の
使
用
者
と
の
関

係
で
主
体
性
要
件
（
労
組
法
二
条
）
を
否
定
さ
れ
な
い
の
は
、
労
組
法
三
条
の
「
労
働
者
」
性
に
つ
い
て
、
属
人
的
な
視
点
か
ら
判
断

さ
れ
て
い
る
た
め
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

　

関
係
的
判
断
の
場
合
、
Ａ
社
の
団
体
交
渉
等
に
参
加
し
た
ｂ
が
Ａ
社
と
役
務
提
供
関
係
が
な
い
組
合
員
の
場
合
、
Ａ
社
と
の
関
係
で

は
労
働
者
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。
ｂ
を
含
め
Ａ
社
と
役
務
提
供
の
関
係
に
な
い
組
合
員
が
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と
な
る
場
合
に
は
、
Ａ
社
と

の
関
係
で
は
労
働
組
合
の
主
体
性
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
合
同
労
組
の
よ
う
な
超
企
業
的
組
合
の
活
動
が
結

果
的
に
制
約
さ
れ
る
お
そ
れ
が
生
じ
る
。

　

他
方
、
属
人
的
判
断
も
、
受
領
し
て
い
る
金
銭
が
給
与
等
に
該
当
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、
そ
の
支
払
い
の
根
拠
と
な
る

契
約
等
の
性
格
を
考
慮
す
る
こ
と
に
な
る
。
属
人
的
判
断
は
、
究
極
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
務
提
供
契
約
を
、
あ
る
役
務
提
供
者
の

「
労
働
者
」
性
を
判
断
す
る
た
め
の
一
考
慮
要
素
と
し
て
考
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
個
々
の
役
務
提
供
契
約
を
み
た
場
合
に
は
「
労

働
者
」
性
が
肯
定
で
き
る
契
約
が
一
部
存
在
し
た
と
し
て
も
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
「
労
働
者
」
性
が
否
定
さ
れ
る
場
合
も
考
え
ら
れ

る
。
属
人
的
判
断
を
貫
徹
す
る
と
す
れ
ば
、
Ａ
社
の
団
体
交
渉
等
に
参
加
し
た
ａ
が
Ａ
社
と
役
務
提
供
関
係
に
あ
る
組
合
員
の
場
合
で

あ
っ
て
も
、
ａ
が
締
結
す
る
そ
の
ほ
か
の
契
約
等
か
ら
労
働
者
階
級
に
属
さ
な
い
者
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
ａ
の
「
労
働
者
」
性

は
否
定
さ
れ
る
。
仮
に
ａ
の
よ
う
な
者
が
労
働
組
合
に
お
い
て
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
な
る
と
す
れ
ば
、
労
働
組
合
の
主
体
性
が
否
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
少
な
く
と
も
不
当
労
働
行
為
の
よ
う
に
相
手
方
と
な
る
使
用
者
が
観
念
で
き
る
場
合
は
、
第
一
次
的
に
は
関
係
的
判
断
を

と
り
、
第
二
次
的
に
属
人
的
判
断
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
労
組
法
は
、「
労
働
者
」
と
そ
れ
に
相
対
す
る
「
使
用
者
」
を
観

（
88
）

（
89
）

（
90
）
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念
し
、
諸
規
定
を
定
め
て
お
り
、「
労
働
者
」
と
「
使
用
者
」
の
間
に
は
、
役
務
提
供
契
約
が
存
在
す
る
か
、
親
会
社
と
の
間
に
役
務

提
供
契
約
は
存
在
し
な
い
も
の
の
子
会
社
と
の
役
務
提
供
契
約
の
延
長
線
上
に
親
会
社
が
位
置
付
け
ら
れ
る
場
合
な
ど
少
な
く
と
も
何

ら
か
の
役
務
提
供
契
約
の
存
在
を
前
提
と
し
た
関
係
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
第
一

次
的
に
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
当
該
契
約
の
み
を
対
象
と
し
て
関
係
的
判
断
を
行
い
、
労
組
法
上
の
「
労
働
者
」
と
評
価
し
う
る
か

ど
う
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
関
係
的
判
断
を
個
別
法
上
の
労
働
契
約
に
限
定
す
る
場
合
に
は
、
超
企
業
的
組
合
の
形
成
を

阻
害
し
、
労
組
法
の
射
程
が
制
約
的
と
な
る
お
そ
れ
が
生
じ
る
た
め
、
対
象
と
な
る
関
係
は
、
何
ら
か
の
役
務
提
供
契
約
で
足
り
る
。

も
っ
と
も
、
関
係
的
判
断
の
対
象
を
役
務
提
供
契
約
と
広
く
解
し
た
と
し
て
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
Ｂ
社
と
雇
用
関
係
に
あ
る
ｂ
が
、

Ａ
社
と
役
務
提
供
の
関
係
に
な
い
こ
と
を
理
由
に
Ａ
社
と
の
関
係
で
「
労
働
者
」
性
を
否
定
さ
れ
る
と
い
う
解
釈
は
あ
り
う
る
。
仮
に
、

ｂ
の
「
労
働
者
」
性
が
否
定
さ
れ
、
最
終
的
に
労
働
組
合
の
法
適
合
性
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
結
論
に
至
る
と
す
れ
ば
、
合
同
労
組
の

よ
う
な
超
企
業
的
組
合
の
活
動
が
強
度
に
制
約
さ
れ
、
労
組
法
が
労
働
組
合
の
形
態
を
限
定
せ
ず
広
く
救
済
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
と
矛
盾
し
、
ま
た
、
Ａ
社
と
雇
用
関
係
に
あ
る
ａ
の
団
結
権
等
を
も
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
二
次

的
に
は
、
広
く
使
用
者
と
の
関
係
に
お
け
る
労
組
法
上
の
「
労
働
者
」
と
い
え
る
か
ど
う
か
を
属
人
的
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。

　

合
同
労
組
の
組
合
員
の
中
に
は
、
役
務
提
供
契
約
を
複
数
締
結
し
て
い
る
者
も
存
在
す
る
。
当
該
事
案
に
関
係
す
る
契
約
の
み
を
対

象
と
し
て
判
断
し
た
場
合
に
は
、「
労
働
者
」
性
が
肯
定
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
ほ
か
の
契
約
を
含
め
て
属
人
的
に
判
断
す

る
場
合
に
は
、
労
組
法
上
の
「
労
働
者
」
性
が
否
定
さ
れ
、
労
組
法
上
の
救
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
合
同
労
組
の
組
合
活
動
を
阻
害
し
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
第
一
次
的
に
は
関
係
的
判
断
を
行
い
、
第
二
次
的
に
属
人

的
判
断
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

（阪大法学）69（6-66）　1250〔2020.3〕
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イ
．「
主
体
と
な
っ
て
」

　

主
体
性
の
要
素
の
う
ち
、「
主
体
と
な
っ
て
」
と
は
、
当
該
労
働
組
合
の
大
部
分
が
労
働
者
で
あ
る
と
い
う
量
的
側
面
と
、
そ
の
活

動
の
主
要
な
地
位
を
労
働
者
が
占
め
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う
質
的
側
面
か
ら
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
が
主
体
で
あ
れ
ば
よ
く
、

構
成
員
の
一
部
に
労
働
者
で
な
い
も
の
が
参
加
し
て
い
て
も
よ
い
。

　

合
同
労
組
は
、
超
企
業
的
組
合
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
組
合
員
が
在
籍
す
る
企
業
は
特
定
企
業
に
限
ら
れ
な
い
た
め
、
あ
る
企
業
Ａ
で

紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
、
Ａ
企
業
に
労
働
者
と
し
て
在
籍
す
る
ａ
以
外
の
組
合
員
が
Ａ
企
業
と
な
ん
ら
役
務
提
供
関
係
を
有
し
な
い
場

合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
合
同
労
組
が
原
告
と
な
っ
て
、
主
体
性
が
争
わ
れ
た
近
時
の
裁
判
例
と
し
て
、
国
・
中
労
委
（
中
外
臨
床
研

究
セ
ン
タ
ー
）
事
件
（
東
京
地
判
平
成
二
七
・
七
・
一
〇
労
経
速
二
二
五
六
号
一
〇
頁
）
が
あ
る
。
会
社
側
は
、
労
働
組
合
の
構
成
員

の
大
部
分
が
特
定
の
会
社
と
の
間
で
使
用
従
属
関
係
や
支
配
決
定
関
係
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
「
労
働
者
」
性
が
否
定
さ
れ
、
し

た
が
っ
て
当
該
労
働
組
合
が
「
労
働
者
が
主
体
と
な
っ
て
自
主
的
に
…
組
織
す
る
団
体
」
と
い
え
る
か
疑
念
が
あ
る
と
す
る
主
張
を
行

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
裁
判
所
は
、
組
合
の
法
適
合
性
に
つ
き
、
法
適
合
性
の
充
足
を
疑
う
べ
き
具
体
的
事
情
の
主
張
立
証
が

な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
弁
論
の
全
趣
旨
か
ら
法
適
合
性
が
認
め
ら
れ
る
と
し
、
な
お
書
き
に
お
い
て
特
定
の
組
合
員
以
外
が
、「
特
定
の

使
用
者
と
の
間
で
、
労
組
法
上
の
労
働
者
と
認
め
る
べ
き
使
用
従
属
関
係
や
支
配
決
定
関
係
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
」
は
、
同
組
合
の

法
適
合
性
を
否
定
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
し
た
。
同
事
案
で
、
裁
判
所
は
、
特
定
の
使
用
者
と
の
間
で
役
務
提
供
関

係
に
な
い
こ
と
は
「
労
働
者
」
性
を
否
定
し
、
結
果
と
し
て
主
体
性
要
件
の
量
的
側
面
を
充
足
し
な
い
と
の
会
社
側
の
主
張
に
対
し
、

労
組
法
上
の
「
労
働
者
」
性
判
断
は
、
特
定
の
使
用
者
と
の
間
の
役
務
提
供
関
係
に
限
定
さ
れ
な
い
と
の
理
解
に
立
ち
、
労
組
法
上
の

「
労
働
者
」
性
を
広
く
解
し
て
、
主
体
性
要
件
に
お
け
る
量
的
側
面
の
充
足
を
は
か
っ
た
と
い
え
る
。

（
91
）

（
92
）
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（
二
）
自
主
性

　

ア
．
利
益
代
表
者

　

自
主
性
と
は
、
ま
ず
、
労
働
者
が
自
発
的
に
労
働
組
合
を
組
織
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
労
働
組
合
は
、
使
用
者
・
公
的
機

関
・
そ
の
他
第
三
者
の
主
導
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
労
働
者
自
ら
が
主
導
し
て
結
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

労
働
組
合
は
使
用
者
か
ら
独
立
し
た
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
組
法
二
条
但
書
一
号
は
、
こ
の
独
立
性
を
確
保
す
る
た
め
、
利

益
代
表
者
が
使
用
者
の
意
向
を
労
働
組
合
の
諸
活
動
に
反
映
す
る
等
し
て
、
労
働
組
合
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
労
働
組
合
が
自
主
性
を
損

な
う
危
険
を
回
避
す
べ
く
、
使
用
者
の
利
益
代
表
者
の
不
参
加
を
規
定
す
る
。

　

も
っ
と
も
、
一
般
に
利
益
代
表
者
と
評
価
さ
れ
る
管
理
職
の
み
で
構
成
さ
れ
た
管
理
職
組
合
に
つ
い
て
は
、
一
般
労
働
者
が
当
該
組

合
に
組
合
員
と
し
て
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
自
主
性
を
失
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
管
理
職
組
合
は
、
法
適
合
組
合
と

評
価
さ
れ
る
。

　

以
上
を
前
提
と
す
る
と
、
使
用
者
の
利
益
代
表
者
が
構
成
員
の
一
部
に
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
労
働
者
が
主
体
で
あ
る
か
否
か
を
問

わ
ず
、
法
適
合
性
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
企
業
別
組
合
の
場
合
に
限
ら
れ
る
。
合
同
労
組
の
場
合
に
は
、

利
益
代
表
者
・
企
業
・
労
働
組
合
の
関
係
は
、
事
案
ご
と
に
相
対
的
に
決
せ
ら
れ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
合
同
労
組
は
、
企
業
別

組
合
と
異
な
り
、
超
企
業
的
に
労
働
者
を
組
織
す
る
た
め
、
利
益
代
表
者
た
る
組
合
員
が
属
す
る
企
業
と
は
異
な
る
企
業
に
属
す
る
組

合
員
が
存
在
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
企
業
の
利
益
代
表
者
ａ
が
当
該
合
同
労
組
の
組
合
員
で
あ
っ
て
も
、

ａ
は
Ａ
企
業
の
意
向
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
者
で
し
か
な
い
か
ら
、
Ｂ
企
業
に
属
す
る
労
働
者
に
と
っ
て
ａ
を
利
益
代
表
者
と
評
価

す
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
、
ａ
以
外
に
Ａ
企
業
に
属
す
る
組
合
員
が
い
な
い
場
合
は
、
前
述
し
た
管
理
職
組
合
と
同
様
に
考
え
、
当
該

組
合
を
法
適
合
組
合
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
93
）

（
94
）

（
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）
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な
お
、
労
働
組
合
の
資
格
審
査
に
お
け
る
合
同
労
組
の
使
用
者
の
利
益
代
表
者
の
範
囲
は
、
実
務
上
、
企
業
別
組
合
と
は
異
な
っ
た

ル
ー
ズ
な
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
。
資
格
審
査
は
、
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て
の
ほ
か
、
法
人
登
記
を
す
る
場
合
、
労
働
委
員

会
の
労
働
者
委
員
の
候
補
者
を
推
薦
す
る
場
合
、
労
働
者
供
給
事
業
等
の
許
可
申
請
を
行
う
場
合
、
労
働
協
約
の
拡
張
適
用
を
申
立
て

る
場
合
に
必
要
な
手
続
き
で
あ
り
、
そ
の
都
度
、
そ
の
労
働
組
合
の
実
態
を
労
働
委
員
会
が
審
査
す
る
制
度
で
あ
る
。
資
格
審
査
で
は
、

法
適
合
性
を
示
す
た
め
の
立
証
資
料
と
し
て
組
合
規
約
、
組
合
役
員
名
簿
等
の
組
合
実
態
を
示
す
資
料
の
提
出
が
必
要
で
あ
る
が
、
合

同
労
組
が
資
格
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
非
組
合
員
の
範
囲
を
示
す
資
料
の
提
出
は
不
要
と
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
合
同
労
組
の
あ
る
組
合
員
が
利
益
代
表
者
と
評
価
さ
れ
る
職
制
に
属
す
る
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
組
合
員
と
異
な
る
企
業
に

属
す
る
組
合
員
に
と
っ
て
は
、
組
合
の
自
主
性
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
な
く
、
利
益
代
表
者
と
評
価
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
か
ら
、
一

律
に
非
組
合
員
の
範
囲
を
画
す
る
必
要
も
な
い
と
の
考
え
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
不
当
労
働
行
為
審
査
に
か
か
る
資
格
審
査
は
、
併

行
審
査
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
補
正
勧
告
制
度
（
労
働
委
員
会
規
則
二
四
条
）
等
に
よ
っ
て
も
、
利
益
代
表
者
に
つ
い
て
柔
軟
な
取
り

扱
い
が
一
定
程
度
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実
務
の
取
り
扱
い
は
、
相
対
的
判
断
と
親
和
的
で
あ
る
。

　

イ
．
経
理
上
の
援
助
の
排
除

　

合
同
労
組
に
対
す
る
便
宜
供
与
が
問
題
と
な
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。
以
下
で
は
、
合
同
労
組
の
現
状
に
鑑
み
て
、
合
同
労
組

は
企
業
別
組
合
に
比
し
て
、
よ
り
積
極
的
な
財
政
確
保
手
段
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
視
点
か
ら
、
合
同
労
組
の
組
織
形
態
の
特

殊
性
に
着
目
し
、
労
組
法
二
条
但
書
二
号
の
趣
旨
・
目
的
に
照
ら
し
て
自
主
性
が
失
わ
れ
な
い
、
あ
る
い
は
、
自
主
性
が
阻
害
さ
れ
な

い
範
囲
・
限
度
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。

　
（
ア
）
組
合
事
務
所

　

合
同
労
組
は
、
企
業
横
断
的
な
組
織
で
あ
る
か
ら
、
組
合
事
務
所
は
通
常
、
企
業
か
ら
独
立
し
た
場
所
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
た

（
96
）

（
97
）

（
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）
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め
、
組
合
事
務
所
の
供
与
が
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
。
も
っ
と
も
、
企
業
内
に
合
同
労
組
の
支
部
が
あ
る
場
合
、
そ
の
支
部
の

た
め
に
組
合
事
務
所
が
供
与
さ
れ
る
の
は
差
し
支
え
な
く
、
便
宜
供
与
に
当
た
る
か
は
、
当
該
支
部
に
属
す
る
組
合
員
に
と
っ
て
組
合

事
務
所
が
最
小
限
の
広
さ
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
企
業
別
組
合
と
異
な
ら
な
い
。
ま
た
、

組
合
事
務
所
に
か
か
る
光
熱
費
に
つ
い
て
も
企
業
別
組
合
と
同
様
で
あ
る
。

　
（
イ
）
組
合
専
従
者
へ
の
給
与
支
払
い

　

合
同
労
組
の
組
合
専
従
者
に
対
す
る
企
業
か
ら
の
給
与
支
払
い
は
、
企
業
別
組
合
の
在
籍
専
従
者
に
対
す
る
給
与
支
払
い
に
比
し
て

柔
軟
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

通
常
、
Ａ
企
業
に
在
籍
す
る
労
働
者
で
構
成
さ
れ
る
Ａ́
企
業
別
組
合
に
在
籍
す
る
ａ
を
Ａ́
で
専
従
者
と
す
る
場
合
、
Ａ
企
業
は
ａ

を
休
職
扱
い
と
す
る
た
め
、
給
与
の
支
払
い
は
停
止
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
Ａ
と
ａ
と
の
関
係
が
、
使
用
者
と
労
働
者
の
関
係
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
Ａ
と
Ａ́
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
Ａ
企
業
が
使
用
者
と
評
価
さ
れ
る
結
果
、
Ａ
か
ら
ａ
へ
の
給
与
支
払
い
は
形
式
的
・
実

質
的
に
も
「
使
用
者
の
経
理
上
の
援
助
」
に
該
当
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ａ
の
給
与
は
、
Ａ́
組
合
が
負
担
す
る
か
、
あ
る

い
は
、
そ
の
上
部
団
体
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
合
同
労
組
の
場
合
、
組
合
専
従
者
・
企
業
・
組
合
の
関
係
を
相
対
的
に
考
え
れ
ば
、
上
記
の
よ
う
な
結
論
と
異
な
る
帰
結

も
あ
り
う
る
。
た
し
か
に
、
Ａ
企
業
に
在
籍
す
る
ａ
が
、
Ｂ
合
同
労
組
の
専
従
者
と
な
っ
て
も
、
Ａ
企
業
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け

る
と
す
れ
ば
、
Ａ
企
業
と
ａ
が
使
用
者
と
労
働
者
の
関
係
に
あ
る
以
上
、
Ａ
企
業
と
Ｂ
合
同
労
組
の
関
係
で
も
同
様
に
解
さ
れ
、
前
述

の
企
業
別
組
合
の
例
と
同
様
に
形
式
的
・
実
質
的
に
も
「
使
用
者
の
経
理
上
の
援
助
」
に
該
当
す
る
。
し
か
し
、
Ａ
と
は
異
な
る
別
の

Ｃ
企
業
と
Ｂ
合
同
労
組
と
の
関
係
で
は
、
ａ
の
給
与
を
Ａ
企
業
が
支
払
っ
て
い
た
と
し
て
も
、「
使
用
者
の
経
理
上
の
援
助
」
に
該
当

し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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も
っ
と
も
、
企
業
が
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
組
合
専
従
者
に
給
与
を
支
払
う
こ
と
自
体
は
、
想
定
し
難
い
。
仮
に
、
想
定
で
き
た
と

し
て
も
、
企
業
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
特
定
の
労
働
組
合
に
つ
い
て
「
使
用
者
の
経
理
上
の
援
助
」
に
該
当
す
る
こ
と
を
理
由
に
、

労
組
法
の
諸
手
続
き
を
回
避
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
労
働
組
合
は
世
の
中
に
多
数
存
在
し
、
ま
た
、
労
働
組
合
の
設
立
は
二

名
以
上
の
労
働
者
に
よ
っ
て
容
易
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
特
定
の
合
同
労
組
に
対
し
援
助
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特

定
の
合
同
労
組
に
か
か
る
労
組
法
の
諸
手
続
き
・
紛
争
を
回
避
で
き
る
こ
と
は
、
企
業
に
と
っ
て
強
調
す
べ
き
メ
リ
ッ
ト
と
は
い
え
な

い
。

　

ま
た
、
合
同
労
組
が
、
専
従
者
の
給
与
支
払
い
を
受
け
る
た
め
に
、
特
定
の
企
業
・
団
体
に
所
属
す
る
労
働
者
の
加
入
を
拒
否
す
る

と
す
れ
ば
、
労
働
者
の
組
合
選
択
の
自
由
を
侵
害
す
る
結
果
と
な
り
、
規
約
等
で
こ
の
よ
う
な
資
格
制
限
を
設
け
る
こ
と
が
許
容
さ
れ

る
か
、
組
合
内
部
の
問
題
と
し
て
も
別
途
考
慮
を
要
す
る
。
ま
た
、
労
働
者
の
組
合
選
択
の
自
由
を
侵
害
す
る
よ
う
な
お
そ
れ
の
あ
る

労
働
組
合
が
労
働
者
に
支
持
さ
れ
る
か
と
い
う
事
実
上
の
問
題
も
生
じ
得
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
評
価
を
免
れ
る
に
は
、
結
局
、
当
該
合

同
労
組
の
専
従
者
の
所
属
す
る
企
業
・
団
体
の
労
働
者
が
、
当
該
合
同
労
組
に
加
入
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
加
入
し
た
と
き
に
は
、
当

該
企
業
・
団
体
か
ら
の
給
与
支
払
い
は
停
止
さ
れ
る
ほ
か
な
い
。
諸
処
の
問
題
を
検
討
す
る
と
、
当
該
企
業
・
団
体
に
所
属
す
る
労
働

者
が
当
該
合
同
労
組
へ
の
加
入
を
申
し
出
る
こ
と
、
あ
る
い
は
加
入
し
た
こ
と
を
解
除
条
件
と
し
て
、
使
用
者
か
ら
当
該
合
同
労
組
の

専
従
者
が
給
与
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
は
、
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
（
ウ
）
賛
助
会
費
に
よ
る
組
合
へ
の
支
援

　

一
般
的
に
賛
助
会
費
と
は
、
当
該
団
体
の
趣
旨
・
目
的
に
賛
同
し
て
、
そ
の
活
動
・
運
営
を
支
え
る
金
銭
的
援
助
を
い
う
。
賛
助
会

費
は
、
通
常
一
口
数
千
円
か
ら
一
万
円
程
度
で
あ
る
。
賛
助
会
員
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
資
格
制
度
を
設
け
る
か
は
、
当
該
団
体
の
方

針
に
よ
る
。

（阪大法学）69（6-71）　1255〔2020.3〕



論　　　説
　

賛
助
会
費
等
が
組
合
専
従
者
に
対
す
る
給
与
支
払
い
の
名
目
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
前
述
四
（
二
）
イ
（
イ
）
と
同

様
に
解
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
以
外
で
あ
れ
ば
賛
助
会
費
は
経
理
上
の
援
助
に
あ
た
ら
ず
、
自

主
性
を
喪
失
し
な
い
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
す
べ
て
の
合
同
労
組
が
賛
助
会
員
の
制
度
を
設
け
て
い
る
の
で
は
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
、
地
域
ユ
ニ
オ
ン
の
一
部
に
賛
助
会
費
に
よ
る
組
合
収
入
が
認
め
ら
れ
る
。
賛
助
会
員
の
募
集
条
件
に
つ

い
て
例
を
あ
げ
る
と
、
東
京
都
に
拠
点
を
置
く
プ
レ
カ
リ
ア
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン
は
、
活
動
に
賛
同
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
ほ
か
に

個
人
・
法
人
等
の
資
格
の
限
定
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
ユ
ニ
オ
ンw

ithY
O

U

は
、
賛
助
会
員
を
サ
ポ
ー
ト
会
員

と
称
し
、
同
ユ
ニ
オ
ン
の
「
活
動
や
事
業
を
賛
助
す
る
た
め
に
サ
ポ
ー
ト
会
費
を
納
入
し
た
者
」
と
し
て
、
こ
の
他
に
条
件
を
付
し
て

い
な
い
。
合
同
労
組
の
賛
助
会
員
は
個
人
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
賛
助
会
員
の
内
訳
が
明
ら
か
で
な
い
こ

と
か
ら
、
企
業
・
団
体
・
自
営
業
者
等
と
し
て
使
用
者
の
賛
助
会
員
も
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
賛
助
会
費
が
、

経
理
上
の
援
助
と
評
価
さ
れ
る
場
合
も
起
こ
り
得
る
。

　

複
数
の
企
業
等
が
そ
れ
ぞ
れ
に
相
当
口
数
の
賛
助
会
費
を
支
払
っ
て
、
組
合
収
入
の
相
当
部
分
を
占
め
る
事
態
が
生
じ
れ
ば
、
自
主

性
を
喪
失
す
る
お
そ
れ
が
生
じ
る
。
ま
た
、
一
つ
の
企
業
等
が
相
当
口
数
の
賛
助
会
費
を
支
払
っ
て
、
組
合
収
入
の
大
半
を
占
め
る
よ

う
な
事
態
に
な
っ
た
場
合
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
労
組
法
上
の
使
用
者
と
評
価
さ
れ
る
企
業
・
団
体
・
自
営
業
者
等
の
う
ち

複
数
が
一
口
分
の
賛
助
会
費
を
支
払
っ
た
と
し
て
も
、
一
口
あ
た
り
が
少
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
常
は
組
合
へ
の
影
響
力
は
考
え
に

く
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
む
し
ろ
、
賛
助
会
費
獲
得
を
自
主
的
な
組
合
活
動
の
成
果
と
評
価
し
、
相
当
口
数
に
の
ぼ
ら
な
け
れ
ば
、

経
理
上
の
援
助
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

現
状
で
は
、
賛
助
会
費
の
割
合
は
、
一
般
的
に
大
き
い
も
の
と
は
い
え
ず
、
賛
助
会
員
制
度
を
設
け
て
い
る
合
同
労
組
の
場
合
も
、

組
合
収
入
全
体
に
対
し
て
の
賛
助
会
費
の
割
合
は
全
体
平
均
二
・
一
％
、
そ
の
内
訳
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
三
・
三
％
、
そ
の

（
99
）

（
100
）

（
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）
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ほ
か
の
合
同
労
組
形
態
で
は
〇
％
と
な
っ
て
お
り
、
わ
ず
か
で
あ
る
。
ま
た
、
賛
助
会
費
は
、
一
般
的
に
利
用
目
的
は
制
限
さ
れ
て
い

な
い
。
自
主
性
の
喪
失
と
支
配
介
入
は
表
裏
の
関
係
で
あ
り
、
自
主
性
の
喪
失
は
、
支
配
介
入
の
問
題
を
も
生
じ
さ
せ
る
が
、
賛
助
会

費
に
よ
っ
て
、
自
主
性
を
喪
失
し
、
支
配
介
入
と
評
価
さ
れ
る
ほ
ど
の
経
理
上
の
援
助
は
現
状
か
ら
は
想
定
し
難
い
。

　
（
エ
）
助
成
金
・
交
付
金
に
よ
る
組
合
へ
の
支
援

　

合
同
労
組
は
、
組
合
費
の
ほ
か
、
物
販
・
解
決
金
・
交
付
金
・
賛
助
会
費
・
入
会
費
等
を
組
合
運
営
費
に
充
当
し
て
い
る
が
、
労
働

組
合
が
助
成
金
・
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
る
か
。
助
成
金
・
補
助
金
と
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
一
定
の
条
件
に
合
っ
た
企

業
や
団
体
等
に
支
給
す
る
金
銭
で
あ
る
。
地
方
自
治
体
の
一
部
で
は
、
労
働
者
の
地
位
向
上
を
目
的
と
し
て
、
古
く
か
ら
労
働
団
体
等

へ
の
助
成
金
・
補
助
金
政
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。
補
助
金
が
支
給
さ
れ
た
例
を
み
る
と
、
福
知
山
市
、
厚
木
市
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

平
二
六
・
四
・
一
〇
福
知
山
市
監
査
発
第
一
五
号
は
、
二
〇
一
四
年
二
月
一
四
日
付
で
提
出
さ
れ
た
地
方
自
治
法
第
二
四
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
福
知
山
市
職
員
措
置
請
求
に
か
か
る
通
知
で
あ
る
。
同
請
求
は
、
福
知
山
市
が
労
働
団
体
に
対
し
平
成
二
四
年

度
・
平
成
二
五
年
度
（
二
〇
一
二
年
度
・
二
〇
一
三
年
度
）
に
労
働
費
の
補
助
金
と
し
て
の
金
銭
支
出
を
し
た
こ
と
が
、
労
働
組
合
と

い
う
私
的
団
体
の
運
営
を
対
象
と
し
、
組
合
活
動
が
労
働
者
自
ら
の
利
益
の
た
め
の
活
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
労
働
組
合
に
未
加
入
の

者
と
の
間
に
不
公
平
が
生
じ
る
と
の
理
由
で
、
公
金
支
出
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
、
ま
た
、
同
補
助
金
は
労
組
法
に
定
め
る
と
こ
ろ
の

組
合
活
動
費
に
支
出
さ
れ
て
い
る
た
め
違
法
性
が
認
め
ら
れ
る
等
と
し
て
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
い
て
行
う
補
助
金
交
付
に
該
当
す
る

も
の
と
は
い
え
ず
、
公
益
上
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
の
理
由
に
よ
り
、
福
知
山
市
が
支
出
し
た
労
働
団
体
へ
の
補
助
金
の
返
納

お
よ
び
平
成
二
六
年
度
（
二
〇
一
四
年
度
）
以
降
の
同
趣
旨
の
補
助
金
交
付
の
一
切
の
差
し
止
め
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
通
知
は
、

結
論
と
し
て
、
平
成
二
四
年
度
の
補
助
金
支
出
は
請
求
期
間
経
過
後
の
請
求
で
あ
る
と
し
て
却
下
し
、
平
成
二
五
年
度
の
支
出
に
つ
い

て
は
補
助
金
の
公
益
上
の
必
要
性
に
違
背
す
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
請
求
を
棄
却
し
、
加
え
て
労
組
法
七
条
の
不
当
労
働
行
為
に
は
該
当

（
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）

（
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）

（
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せ
ず
違
法
性
は
な
い
も
の
と
判
断
し
た
。

　

同
通
知
に
よ
れ
ば
、
福
知
山
市
は
、
遅
く
と
も
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
六
三
年
ま
で
、
労
働
者
の
地
位
向
上
及
び
各
種
事
業
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
、
福
知
山
地
方
労
働
組
合
協
議
会
（
地
労
協
）
に
対
し
毎
年
二
〇
〇
千
円
か
ら
二
三
〇
千
円
の

補
助
金
を
交
付
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
九
六
四
年
か
ら
は
、
地
労
協
、
福
知
山
地
区
労
働
組
合
協
議
会
（
地
区
労
）、
福
知
山
・
綾

部
地
区
同
盟
会
議
（
同
盟
会
議
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
な
お
、
一
九
九
〇
年
、
地
区
労
と
同
盟
会
議
は
統
合
さ

れ
て
、
連
合
京
都
福
知
山
地
区
協
議
会
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
八
一
年
よ
り
各
労
働
団
体
で
組
織
さ
れ
福
祉
活
動
の
推
進
を
目

的
と
す
る
福
知
山
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会
（
福
知
山
労
福
協
）
に
対
し
て
、
さ
ら
に
一
九
八
二
年
よ
り
長
田
野
企
業
で
働
く
労
働
者

に
よ
る
地
域
団
体
で
あ
る
長
田
野
労
働
者
連
絡
協
議
会
に
対
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　

同
通
知
の
労
働
団
体
等
へ
の
聴
取
の
内
容
お
よ
び
監
査
委
員
の
判
断
部
分
に
つ
い
て
詳
述
す
る
と
、
い
ず
れ
の
協
議
会
も
福
知
山
市

と
労
使
関
係
に
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
当
労
働
行
為
に
あ
た
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
な
お
、
長
田
野
労
働
者
連
絡
協
議
会
、

福
知
山
労
福
協
は
、
同
団
体
が
労
働
組
合
で
は
な
い
こ
と
も
、
不
当
労
働
行
為
に
あ
た
ら
な
い
こ
と
の
理
由
と
し
て
主
張
し
て
い
る
。

請
求
に
対
し
、
福
知
山
市
は
、
労
働
団
体
等
と
補
助
金
を
支
出
し
た
福
知
山
市
と
は
雇
用
関
係
や
労
働
契
約
の
一
方
当
事
者
た
る
事
実

が
な
い
と
し
、
労
働
団
体
等
と
福
知
山
市
は
労
組
法
に
い
う
労
使
関
係
に
は
な
い
と
し
て
、
支
配
介
入
に
は
あ
た
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

　

厚
木
市
で
は
、
二
〇
〇
八
年
よ
り
、
メ
ー
デ
ー
を
行
う
労
働
団
体
に
対
し
、
厚
木
市
働
く
者
の
祭
典
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

補
助
金
の
対
象
と
な
る
労
働
団
体
は
、
厚
木
市
愛
甲
地
域
連
合
お
よ
び
厚
木
地
区
労
働
組
合
協
議
会
で
あ
る
（
厚
木
市
働
く
者
の
祭
典

補
助
金
交
付
要
綱
第
二
条
一
号
・
二
号
）。
厚
木
市
愛
甲
地
域
連
合
は
、
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
の
下
部
組
織
に
あ
た
る
。

　

前
述
の
通
知
に
お
い
て
は
、
労
働
団
体
等
が
い
わ
ゆ
る
労
組
法
上
の
「
労
働
組
合
」
に
該
当
し
な
い
こ
と
が
理
由
の
一
つ
と
し
て
明

示
的
に
主
張
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
協
議
会
や
連
合
体
の
例
で
あ
り
、
同
通
知
か
ら
労
組
法
上
の
労
働
組
合
が
交
付
金
、
補
助
金
等
の

（
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交
付
を
受
け
る
場
合
に
は
、
実
務
上
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
労
組
法
上
の
労
働
組
合
と
い
え
る
場
合
で
、
五
に
お
い
て
後
述
す
る
よ
う
に
労
組
法
上
の
「
使
用
者
」
に
つ
い
て
関
係

的
・
相
対
的
に
捉
え
る
な
ら
ば
、
国
・
地
方
公
共
団
体
が
使
用
者
と
な
ら
な
い
私
企
業
の
労
働
者
で
組
織
さ
れ
る
労
働
組
合
に
対
し
て
、

地
方
公
共
団
体
等
が
助
成
金
・
補
助
金
を
交
付
し
た
と
し
て
も
、
地
方
公
共
団
体
等
が
労
組
法
上
の
「
使
用
者
」
に
該
当
し
な
い
こ
と

を
理
由
に
、
労
使
関
係
が
な
い
と
い
え
、
経
理
上
の
援
助
や
支
配
介
入
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
私
企
業
の
労
働
者
で
組

織
さ
れ
る
合
同
労
組
を
対
象
と
し
た
助
成
金
・
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
資
金
面
が
強
化
さ
れ
、
よ
り
充
実
し
た
組
合
活
動

が
期
待
で
き
よ
う
。

　

地
方
の
中
に
は
、
労
働
者
が
使
用
者
と
労
働
条
件
を
交
渉
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
労
働
者
個
人
が
自
力
で
交
渉
す
る
ほ
か
な
く
、
労

働
条
件
が
改
善
さ
れ
に
く
い
環
境
が
恒
常
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
地
方
自
治
体
は
、
そ
う
し
た
現
状
に
鑑
み
て
、
労
働
力
確
保

の
た
め
様
々
な
施
策
を
講
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
労
働
者
の
発
言
力
が
弱
い
た
め
、
そ
の
内
容
に
労
働
者
の
意
向
が
反
映
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
施
策
が
結
果
と
し
て
使
用
者
の
利
益
を
図
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
仮
に
、
こ
の
よ
う
な
地
方
に
中
小

企
業
労
働
者
を
対
象
と
し
た
合
同
労
組
が
存
在
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
労
働
者
の
労
働
環
境
改
善
の
一
役
を
担
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
地
方
で
は
、
組
合
活
動
を
行
う
た
め
の
資
金
に
乏
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
合
同
労
組
に
対

し
て
、
助
成
金
・
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
も
、
地
方
自
治
体
の
一
つ
の
施
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
（
三
）
団
体
性

　

労
働
組
合
は
、「
団
体
又
は
そ
の
連
合
団
体
」
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
団
体
性
は
、「
法
人
で
な
い
社
団
」（
民
事
訴
訟
法
二

九
条
）
に
つ
い
て
判
示
し
た
最
一
小
判
昭
和
三
九
・
一
〇
・
一
五
民
集
一
八
巻
八
号
一
六
七
一
頁
と
同
様
に
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
団
体
と
し
て
の
組
織
を
備
え
、
多
数
決
の
原
則
が
行
わ
れ
、
構
成
員
の
変
更
に
も
関
わ
ら
ず
団
体
そ
の
も
の
が
存
続
し
、
そ
の
組
織

（
107
）
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に
お
い
て
代
表
の
方
法
、
総
会
の
運
営
、
財
産
の
管
理
そ
の
ほ
か
団
体
と
し
て
の
主
要
な
点
が
確
定
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

合
同
労
組
は
駆
け
込
み
寺
と
し
て
機
能
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
事
案
の
解
決
と
と
も
に
一
人
組
合
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
組
合

員
増
加
の
努
力
と
、
組
合
員
増
加
の
可
能
性
が
あ
る
限
り
、
団
体
性
を
失
わ
な
い
。
ま
た
、
労
組
法
は
、「
単
位
労
働
組
合
」（
労
組
法

五
条
二
項
三
号
）
に
つ
い
て
、
同
項
三
号
・
五
号
・
九
号
の
規
定
を
お
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
人
加
入
と
団
体
加
入
双
方
を
認
め
る

組
合
も
単
位
組
合
と
し
て
、
団
体
性
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
形
態
の
合
同
労
組
の
団
体
性
も
肯
定
さ
れ
る
。

五
．
労
組
法
上
の
「
使
用
者
」
に
か
か
る
法
的
課
題

　

労
組
法
は
「
使
用
者
」
に
つ
い
て
の
定
義
規
定
を
設
け
て
お
ら
ず
、「
使
用
者
」
概
念
・「
使
用
者
」
の
範
囲
は
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
。
今
日
に
至
る
ま
で
、
労
組
法
上
の
「
使
用
者
」
概
念
は
、
主
と
し
て
不
当
労
働
行
為
に
お
け
る
主
体
と
し
て
の
「
使
用
者
」

（
労
組
法
七
条
）
の
問
題
と
し
て
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。
労
組
法
に
お
け
る
使
用
者
の
行
為
規
範
は
、
お
よ
そ
不
当
労
働
行
為
禁

止
規
定
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、「
使
用
者
」（
労
組
法
七
条
）
は
労
組
法
全
体
の
「
使
用
者
」
概
念
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
労
組
法
上
の
「
使
用
者
」
は
、
多
義
的
概
念
で
あ
る
の
か
、
統
一
的
概
念
で
あ
る
の
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
。

ま
た
、
請
負
や
派
遣
労
働
に
み
ら
れ
る
労
働
の
外
部
化
等
、
近
年
の
企
業
経
営
の
変
化
に
鑑
み
れ
ば
、
団
体
交
渉
や
労
働
協
約
締
結
の

主
体
と
な
る
「
使
用
者
」
と
は
誰
か
が
、
今
後
一
層
問
わ
れ
る
事
態
が
予
想
さ
れ
、
労
組
法
上
の
「
使
用
者
」
が
同
法
の
「
労
働
者
」

と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
労
組
法
上
の
「
使
用
者
」
概
念
が
、
統
一
的
概

念
で
あ
る
か
多
義
的
概
念
で
あ
る
か
、
ま
た
、「
使
用
者
」
と
「
労
働
者
」
と
の
相
関
関
係
が
い
か
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
詳
細
な
検

討
を
す
る
た
め
に
は
、
労
組
法
全
体
を
俯
瞰
し
つ
つ
、
労
組
法
に
お
い
て
「
使
用
者
」
を
定
め
る
規
定
ご
と
に
詳
細
な
分
析
を
す
る
必

要
が
あ
る
。
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以
下
で
は
、
労
組
法
上
の
「
使
用
者
」
の
解
釈
が
合
同
労
組
と
の
関
係
に
お
い
て
、
い
か
な
る
影
響
を
生
じ
得
る
か
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
具
体
的
に
は
、
不
当
労
働
行
為
救
済
制
度
が
主
と
し
て
合
同
労
組
に
よ
っ
て
団
交
拒
否
（
労
組
法
七
条
二
号
）
事
件
を
中
心
に

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
労
組
法
七
条
二
号
あ
る
い
は
労
組
法
七
条
全
体
を
対
象
と
し
て
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
労
組
法
三
条
の

「
労
働
者
」
を
含
む
労
組
法
七
条
と
密
接
に
関
連
す
る
規
定
に
つ
い
て
も
若
干
の
検
討
を
試
み
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
合
同
労
組
と

「
使
用
者
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
（
一
）
不
当
労
働
行
為
救
済
制
度
（
労
組
法
七
条
）
の
趣
旨
・
目
的

　

労
働
者
が
労
働
組
合
を
結
成
し
、
労
働
組
合
が
組
合
活
動
を
す
る
た
め
に
は
、
憲
法
二
八
条
が
保
障
す
る
労
働
基
本
権
の
尊
重
を
前

提
と
し
た
使
用
者
と
の
継
続
的
関
係
が
必
要
で
あ
る
。
不
当
労
働
行
為
救
済
制
度
は
、
労
働
基
本
権
を
効
果
的
に
保
障
し
、
そ
の
継
続

的
な
労
使
関
係
を
正
常
に
構
築
な
い
し
回
復
す
る
と
い
う
機
能
を
有
す
る
。
不
当
労
働
行
為
救
済
制
度
の
目
的
は
、
不
当
労
働
行
為
救

済
制
度
の
制
度
趣
旨
の
理
解
に
関
連
し
て
他
の
見
解
も
み
ら
れ
る
が
、
理
論
的
に
は
、
労
組
法
七
条
は
憲
法
二
八
条
の
団
結
権
等
の
保

障
を
具
体
化
し
た
制
度
で
あ
る
と
し
て
団
結
権
等
の
労
働
基
本
権
自
体
を
保
護
す
る
と
捉
え
る
説
に
説
得
力
が
あ
る
。

　

不
当
労
働
行
為
救
済
制
度
は
、
憲
法
二
八
条
が
規
定
す
る
労
働
基
本
権
を
実
現
な
い
し
具
体
化
す
る
労
組
法
の
一
制
度
で
あ
る
か
ら
、

不
当
労
働
行
為
救
済
制
度
の
目
的
は
、
団
結
権
等
の
効
果
的
な
保
障
で
あ
る
が
、
同
制
度
は
、
多
様
な
実
態
に
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
労
働
者
な
い
し
労
働
組
合
に
対
す
る
違
法
状
態
を
解
消
す
べ
く
、
労
組
法
が
特
に
設
け
た
行
政
救
済
の
方
法
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
迅
速
に
公
正
か
つ
正
常
な
労
使
関
係
秩
序
の
回
復
を
図
る
と
い
う
機
能
を
加
味
し
て
、
不
当
労
働
行
為
救
済
制
度
を
理
解
す
べ
き

で
あ
る
。

　
（
二
）
不
当
労
働
行
為
の
主
体
と
し
て
の
「
使
用
者
」

　

不
当
労
働
行
為
救
済
制
度
に
お
け
る
「
使
用
者
」
概
念
は
、
不
当
労
働
行
為
の
具
体
的
状
況
に
対
応
し
う
る
よ
う
に
解
釈
し
て
い
く

（
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必
要
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
無
限
定
に
「
使
用
者
」
概
念
を
拡
張
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
事
態
を
複
雑
に
し
、
迅
速
に
労
使
関
係
を

回
復
す
る
と
い
う
不
当
労
働
行
為
救
済
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
。
な
お
、
不
当
労
働
行
為
救
済
制
度
に
お
け
る
「
使
用
者
」
は
、
行
政

救
済
の
名
宛
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
律
上
独
立
し
た
権
利
義
務
の
帰
属
主
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

従
前
、
労
組
法
上
の
「
使
用
者
」
は
、
労
働
関
係
に
現
実
に
強
い
支
配
力
を
持
つ
者
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
労
働
者
の
労
働
関
係

に
影
響
力
な
い
し
支
配
力
を
及
ぼ
し
う
る
地
位
に
あ
る
一
切
の
者
と
広
く
解
す
る
支
配
力
説
が
有
力
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
近
時

は
、
行
政
命
令
等
の
名
宛
人
を
画
定
す
る
点
、「
使
用
者
」
と
い
う
文
言
の
解
釈
と
い
う
観
点
か
ら
、「
団
体
的
労
使
関
係
は
基
本
的
に

は
労
働
契
約
関
係
を
基
盤
と
し
て
成
立
」
し
、「
少
な
く
と
も
労
働
契
約
関
係
に
近
似
な
い
し
隣
接
す
る
関
係
を
必
要
と
す
る
」、
あ
る

い
は
「
労
働
契
約
関
係
ま
た
は
こ
れ
と
近
接
な
い
し
同
視
し
得
る
関
係
」
を
必
要
と
す
る
労
働
契
約
基
準
説
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　

最
高
裁
は
朝
日
放
送
事
件
（
最
三
小
判
平
成
七
・
二
・
二
八
民
集
四
九
巻
二
号
五
五
九
頁
）
に
お
い
て
、
請
負
労
働
者
と
の
関
係
で

「
使
用
者
」
を
画
定
す
る
判
断
基
準
と
し
て
、
ま
ず
、
一
般
的
に
は
労
働
契
約
上
の
雇
用
主
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
不
当
労
働
行
為

救
済
制
度
の
目
的
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
事
業
主
で
あ
っ
て
も
、
自
己
の
業
務
に
従
事
さ
せ
、
そ
の
労
働
者
の
基
本
的
な
労
働
条
件
等
に

つ
い
て
、
部
分
的
に
で
も
雇
用
主
と
同
視
し
え
る
程
度
に
現
実
的
か
つ
具
体
的
に
支
配
、
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
位
に
あ
る
場
合

を
「
使
用
者
」
と
す
る
。「
使
用
者
」
を
労
働
契
約
の
雇
用
主
に
限
定
す
る
立
場
、
労
働
者
の
職
場
生
活
に
支
配
力
・
影
響
力
を
実
際

に
も
っ
て
い
る
か
と
い
う
基
準
で
判
断
す
る
立
場
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
本
判
決
は
、
雇
用
主
に
限
定
す
る
立
場
よ

り
は
「
使
用
者
」
を
広
義
に
解
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
本
判
決
に
よ
っ
て
画
定
さ
れ
た
「
使
用
者
」
の
範
囲
は
狭
く
、
不
当
労
働
行

為
救
済
制
度
の
趣
旨
・
目
的
が
十
分
に
反
映
さ
れ
た
と
は
い
え
ず
、
ま
た
現
代
に
お
け
る
労
使
関
係
の
変
容
に
対
応
し
た
も
の
と
は
い

え
な
い
。
な
お
、
判
示
で
は
、「
派
遣
」
と
の
文
言
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
本
件
が
労
働
委
員
会
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
は
一
九
七
八
年

の
こ
と
で
あ
り
、
労
働
者
派
遣
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
一
九
八
六
年
で
あ
る
か
ら
、
本
判
決
が
下
さ
れ
た
一
九
九
五
年
頃
の
社
会
情
勢

（
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が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
一
般
的
に
派
遣
に
お
け
る
受
入
企
業
と
派
遣
労
働
者
と
の
関
係
を
判
示
し
た
も
の
と
ま
で
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
本
判
決
は
、
請
負
契
約
に
お
け
る
元
請
会
社
の
「
使
用
者
」
性
に
つ
い
て
、
重
畳
的
な
使
用
者
概
念
を
判
示
し
た
も
の

と
い
え
、
本
判
決
を
適
用
し
う
る
か
は
、
事
案
に
応
じ
て
慎
重
な
判
断
を
要
し
、
例
え
ば
派
遣
に
お
け
る
受
入
企
業
の
「
使
用
者
」
性

や
、
親
会
社
・
子
会
社
が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
い
ず
れ
が
使
用
者
に
ふ
さ
わ
し
い
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
途
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
。

　
（
三
）
労
組
法
七
条
「
使
用
者
」
と
労
組
法
三
条
「
労
働
者
」
の
関
係

　

労
組
法
七
条
の
「
使
用
者
」
性
と
労
組
法
三
条
の
「
労
働
者
」
性
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
①
労
組
法
七
条
「
使
用
者
に
雇
用
さ
れ
る

労
働
者
」
と
労
組
法
三
条
「
労
働
者
」
を
区
別
し
、
労
組
法
三
条
の
「
労
働
者
」
を
よ
り
広
義
に
解
す
る
見
解
、
②
労
組
法
七
条
「
使

用
者
に
雇
用
さ
れ
る
」
労
働
者
と
労
組
法
三
条
の
労
働
者
を
表
裏
一
体
と
し
て
考
え
、
使
用
者
性
は
裏
か
ら
見
た
労
働
者
性
で
あ
る
と

す
る
見
解
、
③
一
定
の
労
働
関
係
を
対
象
と
し
、
関
係
判
断
に
よ
っ
て
「
使
用
者
」
性
を
判
断
す
る
見
解
が
あ
り
、
現
在
の
学
説
は
、

関
係
的
判
断
を
採
り
つ
つ
「
使
用
者
」
と
「
労
働
者
」
を
表
裏
一
体
と
し
て
捉
え
る
見
解
が
比
較
的
多
数
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
述
四
（
一
）
ア
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
労
組
法
三
条
の
「
労
働
者
」
性
に
つ
い
て
関
係
的
判
断
を
と
る
場
合
に
は
、
特
定
の

労
務
提
供
契
約
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、「
労
働
者
」
に
相
対
す
る
「
使
用
者
」
の
存
在
が
観
念
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
使
用
者
」

性
に
つ
い
て
も
、
関
係
的
判
断
を
と
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
、「
労
働
者
」
と
「
使
用
者
」
を
表
裏
一
体
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
つ

い
て
は
疑
問
が
残
る
。
例
え
ば
、
労
務
提
供
契
約
と
い
え
る
か
判
然
と
し
な
い
よ
う
な
請
負
契
約
等
の
場
合
に
は
、
そ
も
そ
も
労
組
法

の
救
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
の
判
断
と
し
て
、
ま
ず
、
労
組
法
上
の
「
労
働
者
」
性
が
問
題
と
な
り
、
労
組
法
上
の
「
労

働
者
」
性
判
断
の
過
程
に
お
い
て
、
使
用
者
と
思
し
き
者
が
労
組
法
上
の
「
使
用
者
」
と
評
価
し
う
る
か
と
の
判
断
が
組
み
込
ま
れ
て

い
る
場
合
が
あ
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
意
味
で
は
、
表
裏
一
体
の
関
係
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
派
遣
労
働
者
の
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「
労
働
者
」
性
は
、
派
遣
契
約
か
ら
当
然
に
肯
定
さ
れ
、
そ
の
際
の
「
使
用
者
」
は
通
常
は
派
遣
元
と
な
る
が
、
特
殊
な
事
情
の
あ
る

場
合
に
は
派
遣
先
の
労
組
法
上
の
「
使
用
者
」
性
を
検
討
す
べ
き
場
合
が
生
じ
る
。
派
遣
契
約
に
お
け
る
「
労
働
者
」
性
の
判
断
は
、

派
遣
元
と
の
間
の
派
遣
契
約
を
考
察
す
る
こ
と
で
足
り
る
の
で
あ
り
、
派
遣
先
を
「
使
用
者
」
と
判
断
す
る
か
ど
う
か
は
、
団
交
拒
否

や
支
配
介
入
、
不
利
益
取
り
扱
い
等
の
事
案
に
即
し
て
、
別
途
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、「
労

働
者
」
性
の
判
断
が
直
ち
に
「
使
用
者
」
性
の
判
断
と
は
な
ら
ず
、「
労
働
者
」
と
「
使
用
者
」
は
表
裏
一
体
と
ま
で
は
言
い
が
た
い
。

　

合
同
労
組
の
場
合
に
は
、
多
種
多
様
な
役
務
提
供
契
約
の
存
在
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
り
、
七
条
各
号
の
類
型
に
合
わ
せ
て
、
当

該
契
約
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
契
約
を
考
察
し
、
関
係
的
に
判
断
す
る
③
説
が
妥
当
で
あ
る
。

　
（
四
）
労
組
法
七
条
「
使
用
者
」
と
労
組
法
二
条
「
使
用
者
」
の
関
係

　

労
組
法
七
条
の
「
使
用
者
」
と
労
組
法
二
条
「
使
用
者
」
は
同
一
の
概
念
か
、
も
し
く
は
異
な
る
概
念
か
と
い
う
議
論
が
あ
り
う
る
。

な
ぜ
な
ら
、
労
組
法
二
条
但
書
一
号
・
二
号
は
、
労
働
組
合
の
自
主
性
を
法
適
合
組
合
の
要
件
と
し
て
規
定
し
て
お
り
、
労
働
組
合
の

自
主
性
と
は
①
国
家
に
対
す
る
自
主
性
、
②
政
党
に
対
す
る
自
主
性
、
③
使
用
者
に
対
す
る
自
主
性
を
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
国
家
・

政
党
と
同
様
に
使
用
者
も
一
般
的
な
意
味
で
解
さ
れ
、
不
当
労
働
行
為
に
お
け
る
「
使
用
者
」
と
は
異
な
る
と
の
主
張
が
成
り
立
ち
え

る
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
労
組
法
二
条
但
書
一
号
・
二
号
は
こ
れ
ら
の
者
の
「
支
配
介
入
を
許
さ
ず
、
ま
た
、
組
合
幹
部
の
独
裁

に
よ
ら
ず
、
組
合
員
の
総
意
に
よ
っ
て
民
主
的
に
組
織
運
営
さ
れ
る
」
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
に
使
用
者
と
評
価
し

得
る
も
の
を
排
除
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
③
が
要
求
さ
れ
る
の
は
、
労
働
組
合
は
「
使
用
者
」
と
の
団
体
交
渉
等
を
経
て
、
主
と
し
て
労
働
条
件
の
維
持
・

改
善
を
実
現
す
る
た
め
に
活
動
す
る
組
織
で
あ
り
、
自
主
性
な
く
し
て
は
、
使
用
者
と
の
交
渉
等
に
お
い
て
妥
当
な
結
論
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
労
組
法
は
、
団
結
権
等
を
保
障
す
る
憲
法
二
八
条
を
効
果
的
に
保
障
す
べ
く
不
当
労
働
行
為
救
済
制
度
を
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規
定
し
て
い
る
が
、
労
組
法
の
意
義
は
、
究
極
に
は
労
使
対
等
の
実
現
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
使
用
者
」
か
ら
の
独
立
な
く
し
て
、
労

使
対
等
の
実
現
は
な
く
、
労
組
法
は
、「
使
用
者
」
か
ら
の
独
立
性
を
確
保
す
る
た
め
、
不
当
労
働
行
為
救
済
制
度
を
設
け
て
い
る
と

い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、「
使
用
者
」
か
ら
の
独
立
性
と
い
う
観
点
か
ら
想
定
さ
れ
る
「
使
用
者
」
概
念
は
、
不
当
労
働
行
為
の
主
体

と
し
て
の
「
使
用
者
」
と
同
義
で
あ
る
。
ま
た
、
組
織
が
活
動
す
る
た
め
に
は
、
人
・
物
・
金
が
不
可
欠
で
あ
り
、
労
働
組
合
も
そ
の

例
外
で
は
な
い
。
労
働
組
合
の
目
的
は
労
働
条
件
の
維
持
・
向
上
で
あ
り
、
第
一
次
的
に
金
銭
的
利
益
追
求
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は

な
い
。
こ
の
よ
う
な
労
働
組
合
の
特
性
に
鑑
み
れ
ば
、
組
合
活
動
に
不
可
欠
な
資
金
の
調
達
の
方
法
等
は
、
緩
や
か
に
解
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
主
性
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
な
い
者
を
「
使
用
者
」
に
含
め
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
く
、
労
組
法
二
条
但

書
一
号
・
二
号
に
お
け
る
「
使
用
者
」
も
、
不
当
労
働
行
為
に
お
け
る
「
使
用
者
」
性
判
断
と
同
様
に
、
相
対
的
に
、
関
係
的
に
判
断

さ
れ
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
（
五
）
労
組
法
七
条
「
使
用
者
」
と
、
そ
の
他
関
連
規
定
に
お
け
る
「
使
用
者
」・
使
用
者
団
体
と
の
関
係

　

ま
ず
、
労
組
法
七
条
や
密
接
に
関
連
す
る
労
組
法
二
七
条
以
下
の
「
使
用
者
」
概
念
に
、
労
組
法
六
条
や
労
組
法
一
四
条
の
使
用
者

団
体
が
含
ま
れ
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、「
使
用
者
」
を
雇
用
主
ま
た
は
、
そ
れ
と
部
分
的
に
で
も
同
様
の
権
利
義
務

関
係
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
う
る
者
等
、
厳
格
に
解
す
る
場
合
を
除
け
ば
、「
使
用
者
」
に
使
用
者
団
体
を
含
め
る
こ
と
に
異
論
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

　

労
組
法
六
条
「
使
用
者
」
は
、
団
体
交
渉
の
当
事
者
と
な
り
得
る
主
体
は
誰
か
と
い
う
形
で
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
さ

ら
に
①
企
業
内
部
の
機
関
が
団
体
交
渉
の
当
事
者
性
を
有
す
る
か
、
②
労
働
組
合
と
の
相
関
関
係
に
お
い
て
「
使
用
者
」
は
画
定
さ
れ

る
べ
き
か
と
の
議
論
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
団
体
交
渉
の
最
終
的
な
帰
結
は
、
労
働
協
約
等
の
締
結
や
何
ら
か
の
権
利
義

務
の
画
定
・
確
認
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
権
利
義
務
の
帰
属
主
体
と
な
り
得
る
者
が
「
使
用
者
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
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団
体
交
渉
は
あ
る
特
定
の
労
働
組
合
が
、「
使
用
者
」
と
目
さ
れ
る
者
と
の
間
で
行
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
団
体
交
渉
の
当

事
者
と
し
て
、
特
定
の
労
働
組
合
と
の
関
係
で
「
使
用
者
」
に
ふ
さ
わ
し
い
者
を
画
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
り
、
特
定
の
労
働
組

合
と
の
相
関
性
に
よ
っ
て
「
使
用
者
」
を
画
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

労
組
法
一
四
条
「
使
用
者
」
は
、
労
働
協
約
の
締
結
主
体
は
誰
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
、
労
組
法
六
条
「
使
用
者
」
と
同

様
に
、「
使
用
者
」
は
権
利
義
務
の
帰
属
主
体
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、
労
働
協
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
労
働
組
合
と
の
相
関
性
に
よ

っ
て
「
使
用
者
」
を
画
定
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
（
六
）
合
同
労
組
と
「
使
用
者
」

　

以
上
の
よ
う
な
使
用
者
・
使
用
者
団
体
の
解
釈
は
、
合
同
労
組
の
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。
団
体

交
渉
・
争
議
行
為
等
の
集
団
的
労
働
関
係
に
お
い
て
、「
使
用
者
」
概
念
の
問
題
は
、
①
企
業
内
部
の
者
が
行
っ
た
行
為
が
「
使
用

者
」
の
行
為
と
み
な
さ
れ
「
使
用
者
」
に
帰
責
さ
れ
る
か
、
②
形
式
上
は
狭
義
の
使
用
者
に
は
あ
た
ら
な
い
が
、
事
実
上
当
該
労
働
者

を
使
用
す
る
者
、
過
去
の
使
用
者
、
こ
れ
か
ら
使
用
者
に
な
ろ
う
と
す
る
将
来
の
使
用
者
等
、
労
働
者
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
者
が

実
質
的
に
「
使
用
者
」
と
み
な
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

合
同
労
組
と
の
関
係
で
労
組
法
上
の
「
使
用
者
」
を
検
討
す
る
際
、
前
述
①
の
場
合
も
問
題
と
な
り
う
る
が
、
②
が
よ
り
問
題
と
な

る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
合
同
労
組
が
駆
け
込
み
寺
と
い
わ
れ
る
所
以
は
、
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
が
当
該
解
雇
を
争

う
目
的
で
組
合
員
と
し
て
加
入
す
る
等
、
現
在
は
労
働
契
約
関
係
を
誰
と
も
有
し
て
い
な
い
者
が
組
合
員
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
企
業
別
組
合
で
あ
っ
て
も
、
会
社
の
一
方
的
解
雇
の
場
合
に
は
組
合
員
資
格
を
失
わ
な
い
と
す
る
規
約

を
有
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
現
在
労
働
契
約
関
係
が
存
在
し
な
い
場
合
の
問
題
は
、
合
同
労
組
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
で
は
、
そ

の
よ
う
な
規
約
を
有
す
る
企
業
別
組
合
と
合
同
労
組
に
お
い
て
、
現
在
労
働
契
約
関
係
が
存
在
し
な
い
場
合
に
、
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
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が
誰
を
「
使
用
者
」
と
し
て
争
う
べ
き
か
。

　

現
在
の
学
説
は
、
近
い
過
去
に
労
働
契
約
関
係
が
存
在
し
た
場
合
、
当
該
労
働
者
を
解
雇
し
た
者
を
「
使
用
者
」
に
含
め
る
。
解
雇

が
争
わ
れ
て
い
る
途
中
に
労
働
契
約
関
係
が
終
了
し
た
場
合
、
労
働
契
約
関
係
の
終
了
そ
の
も
の
が
争
わ
れ
て
い
る
か
ら
「
使
用
者
」

の
団
交
拒
否
は
不
当
労
働
行
為
を
構
成
す
る
。
ま
た
、
労
働
契
約
関
係
終
了
後
に
労
働
者
が
労
働
組
合
に
加
入
し
た
場
合
も
、
労
働
者

が
解
雇
に
つ
い
て
争
う
場
合
に
は
、
解
雇
し
た
者
を
相
手
方
と
し
て
争
う
ほ
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
従
前
に
労
働
契
約
関
係
を
有
し

て
い
た
者
が
「
使
用
者
」
と
解
さ
れ
る
。

　

過
去
に
お
い
て
労
働
契
約
関
係
に
な
い
者
ま
で
も
「
使
用
者
」
に
含
む
の
は
適
当
で
は
な
く
、「
使
用
者
」
の
範
囲
は
限
定
的
に
解

し
、
不
要
な
拡
大
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
団
体
交
渉
は
、
労
働
者
の
退
職
後
、
社
会
通
念
上
合
理
的
と
い
え
る
期
間
内
に
な
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
な
ど
の
長
期
潜
伏
期
間
の
後
に
発
症
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事

由
の
あ
る
と
き
に
は
、
従
前
労
働
契
約
関
係
に
あ
っ
た
者
を
「
使
用
者
」
と
し
て
、
団
体
交
渉
を
申
し
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
任
意
に
退
職
し
た
労
働
者
で
あ
っ
て
も
、
在
職
中
の
労
働
条
件
に
つ
い
て
争
う
限
り
は
、
解
雇
さ
れ
た
場
合
と
同
様
に
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

企
業
別
組
合
の
場
合
、
会
社
の
一
方
的
解
雇
以
外
で
組
合
員
資
格
を
喪
失
し
た
後
、
過
去
の
使
用
者
の
行
為
に
つ
い
て
団
体
交
渉
を

行
う
こ
と
は
通
常
想
定
さ
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
合
同
労
組
の
場
合
は
、
例
え
ば
労
働
者
で
あ
っ
た
者
が
、
過
去
に
受
け

た
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
争
い
た
い
と
考
え
、
団
体
交
渉
等
の
た
め
に
合
同
労
組
に
加
入
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
企
業
を
「
使
用
者
」
と
し
て
、
社
会
通
念
上
合
理
的
と
い
え
る
期

間
内
に
団
体
交
渉
を
申
し
入
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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六
．
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
現
行
労
組
法
に
規
定
さ
れ
る
制
度
等
に
つ
い
て
、
合
同
労
組
の
視
点
か
ら
検
討
を
行
っ
た
。
合
同
労
組
は
、
か
つ
て
は

中
小
企
業
の
未
組
織
労
働
者
を
組
織
化
の
対
象
と
し
て
き
た
が
、
現
代
の
合
同
労
組
は
、
地
域
や
企
業
規
模
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ま
た
雇

用
形
態
や
性
別
、
国
籍
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
立
場
に
あ
る
労
働
者
や
労
働
者
性
が
明
ら
か
で
な
い
不
安
定
な

地
位
に
あ
る
役
務
提
供
者
等
を
組
織
し
、
労
働
条
件
の
維
持
・
向
上
に
貢
献
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
の
少
な
い
地

方
の
過
疎
地
等
の
中
小
企
業
の
労
働
環
境
は
現
在
も
封
建
的
な
傾
向
が
強
く
、
合
同
労
組
は
、
労
働
者
が
労
働
条
件
を
交
渉
す
る
際
に
、

有
効
な
手
段
の
一
つ
と
な
り
得
る
。
企
業
別
組
合
と
は
異
な
る
合
同
労
組
の
特
徴
を
踏
ま
え
る
と
、
労
働
組
合
と
十
把
一
絡
げ
に
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
形
態
に
見
合
っ
た
組
織
運
営
・
活
動
に
対
す
る
法
的
評
価
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。

そ
こ
で
、
法
適
合
組
合
に
か
か
る
法
的
課
題
、
労
組
法
上
の
「
使
用
者
」
に
か
か
る
問
題
を
取
り
上
げ
、
個
々
の
企
業
内
に
お
け
る
活

動
基
盤
が
脆
弱
で
あ
る
合
同
労
組
を
念
頭
に
、
で
き
る
限
り
組
合
活
動
を
阻
害
し
な
い
方
向
で
、
超
企
業
的
組
合
で
あ
る
こ
と
を
活
か

し
た
解
釈
を
試
み
た
。
法
適
合
組
合
の
主
体
性
・
自
主
性
要
件
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
労
組
法
上
の
「
労
働
者
」
を
可
能
な
限

り
、
広
義
に
解
す
る
べ
く
関
係
的
判
断
に
つ
い
て
述
べ
た
。
ま
た
、
助
成
金
・
交
付
金
に
よ
る
組
合
へ
の
支
援
と
し
て
、
地
方
自
治
体

等
が
労
組
法
七
条
三
号
に
つ
い
て
労
使
関
係
の
有
無
を
判
断
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
活
動
費
用
に
乏
し
い
合
同
労
組
が
助

成
金
・
交
付
金
を
獲
得
で
き
る
道
を
模
索
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者
の
発
言
力
に
乏
し
い
地
方
に
お
い
て
は
労
働
組
合
を
活
用
す
る
こ

と
も
一
つ
の
手
段
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
地
方
自
治
体
に
よ
る
協
力
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
近
年
、

労
働
の
外
部
化
・
非
雇
用
化
が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
、
企
業
の
分
社
化
等
も
指
摘
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
合
同
労
組
の
役
割
が
一
層
重
要
に

な
る
と
の
認
識
の
も
と
、
労
組
法
上
の
「
使
用
者
」
に
つ
い
て
も
、
不
当
労
働
行
為
と
関
連
の
深
い
条
文
に
限
っ
て
検
討
を
行
っ
た
。
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こ
れ
ま
で
企
業
別
組
合
を
念
頭
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
労
組
法
で
あ
る
が
、
合
同
労
組
を
視
点
に
し
た
場
合
に
は
、
ま
だ
、

十
分
に
解
釈
・
検
討
な
い
し
、
活
用
の
余
地
が
あ
る
と
い
え
る
。

竹
内
（
奥
野
）
寿
「
労
働
組
合
法
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
─
「
労
働
者
」
の
集
団
的
な
利
益
代
表
の
観
点
か
ら
」
法
時
八
八
巻
三

号
（
二
〇
一
六
）
一
三
頁
。

林
・
前
掲
注
（
5
）
七
一
頁
、
同
七
三
─
七
四
頁
註
一
参
照
。

富
永
晃
一
「
集
団
的
労
働
関
係
法
に
お
け
る
権
利
・
義
務
主
体
論
の
再
検
討
」
法
時
八
八
巻
三
号
（
二
〇
一
六
）
一
六
頁
。

国
・
中
労
委
（
新
国
立
劇
場
運
営
財
団
）
事
件
（
最
三
小
判
平
成
二
三
・
四
・
一
二
民
集
六
五
巻
三
号
九
四
三
頁
）、
国
・
中
労
委

（IN
A

X

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
事
件
（
最
三
小
判
平
成
二
三
・
四
・
一
二
労
判
一
〇
二
六
号
二
七
頁
）、
国
・
中
労
委
（
ビ
ク
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）
事
件
（
最
三
小
判
平
成
二
四
・
二
・
二
一
民
集
六
六
巻
三
号
九
五
五
頁
）。

関
係
的
判
断
で
は
地
域
合
同
労
組
等
の
活
動
が
制
約
的
に
な
る
と
の
指
摘
に
つ
き
、
野
田
進
「
労
働
者
性
に
関
す
る
最
高
裁
二
判
決
」
労
旬

一
七
四
五
号
（
二
〇
一
一
）
四
〇
頁
が
あ
る
。

富
永
・
前
掲
注
（
86
）
二
〇
頁
。

「
賃
金
等
の
収
入
に
よ
っ
て
生
活
す
る
者
で
あ
れ
ば
よ
く
、
例
え
ば
、
現
に
賃
金
を
得
て
い
な
い
失
業
者
も
含
ま
れ
得
る
」（
荒
木
・
前
掲

注
（
37
）
五
七
三
頁
）。

厚
生
労
働
省
労
政
参
事
官
室
編
『
労
働
組
合
法
・
労
働
関
係
調
整
法
〔
六
訂
新
版
〕』（
労
務
行
政
、
二
〇
一
五
）
二
五
九
頁
。

荒
木
・
前
掲
注
（
37
）
五
七
二
頁
。

西
谷
・
前
掲
注
（
42
）
八
二
頁
。

荒
木
・
前
掲
注
（
37
）
五
八
一
頁
、
西
谷
・
前
掲
注
（
42
）
八
五
頁
。

荒
木
・
前
掲
注
（
37
）
五
八
一
頁
は
、
複
数
企
業
の
労
働
者
を
組
織
す
る
管
理
職
組
合
の
場
合
に
つ
い
て
同
様
の
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

奈
良
県
、「
労
働
組
合
資
格
審
査
に
関
す
るQ

&
A

」、http://w
w

w
.pref.nara.jp/45260.htm

、（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
）、
厚
生
労
働

省
、「
労
働
組
合
の
資
格
審
査
に
つ
い
て
」、https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/churoi/shinsa/shikaku.htm
l

、（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
）。

（
84
）

（
85
）

（
86
）

（
87
）

（
88
）

（
89
）

（
90
）

（
91
）

（
92
）

（
93
）

（
94
）

（
95
）

（
96
）
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道
幸
・
前
掲
注
（
41
）
七
六
頁
。

合
同
労
組
の
リ
ー
ダ
ー
格
の
平
均
年
齢
は
、
五
三
・
八
歳
で
あ
り
、
そ
の
平
均
年
収
は
四
、二
三
五
、四
六
九
円
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
合
同

労
組
か
ら
は
給
与
を
得
て
い
な
い
地
方
連
合
会
の
事
務
局
長
や
副
事
務
局
長
等
が
リ
ー
ダ
ー
を
兼
任
し
て
い
る
場
合
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
平

均
年
収
が
押
し
上
げ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
（
呉
・
前
掲
注
（
36
）
六
〇
頁
）。
合
同
労
組
の
リ
ー
ダ
ー
の
年
収
は
、
実
質
的
に
は
さ
ら
に
低

額
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

呉
・
前
掲
注
（
36
）
五
八
─
五
九
頁
。

プ
レ
カ
リ
ア
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン
、「
プ
レ
カ
リ
ア
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン　
間
も
な
く
結
成
一
周
年　
活
動
を
支
え
る
賛
助
会
員
募
集
中
！
」、http://

d.hatena.ne.jp/kum
onoam

i/20130219/1361292390

、（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
）。

サ
ポ
ー
ト
ユ
ニ
オ
ンw

ithY
O

U

、「
会
費
・
綱
領
・
規
約
」https://w

w
w

.w
ithyou2011.com

/
労

働
相

談
／

会
費

-
綱

領
-
規

約
／

、

（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
）。
同
ユ
ニ
オ
ン
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟
す
る
労
働
組
合
で
あ
る
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ユ
ニ
オ
ン
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
一
覧
」、https://cunn.online/netw

ork

、（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
））。

呉
・
前
掲
注
（
36
）
五
九
頁　

表
一
二
組
合
費
以
外
の
収
入
と
そ
れ
の
組
合
収
入
全
体
に
占
め
る
割
合
参
照
。

福
知
山
市
、「
福
知
山
市
職
員
措
置
請
求
に
つ
い
て
（
通
知
）」、https://w

w
w

.city.fukuchiyam
a.lg.jp/uploaded/life/8025_8808_

m
isc.pdf

、（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
）。

福
知
山
市
・
前
掲
注
（
103
）
一
九
頁
に
お
い
て
、
平
成
二
五
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
歳
出
予
算
科
目
と
し
て
、
款
「
労
働
費
」・

項
「
労
働
諸
費
」・
目
「
労
働
諸
費
」・
節
「
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
」
と
し
て
、「
労
働
組
合
関
連
事
業
」
の
補
助
金
と
し
て
二
五
二
七
千
円

が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
請
求
の
要
旨
中
に
、「
労
働
費
の
補
助
金
と
し
て
」
と
記
載
が
あ
る
の
は
、
予
算
項
目
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

厚
木
市
、「
厚
木
市
働
く
者
の
祭
典
補
助
金
交
付
要
綱
」、https://w

w
w

.city.atsugi.kanagaw
a.jp/outline/27/3900/p004266_d/

fil/98_12hatarakum
ononosaitenn.pdf

、（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
）。

連
合
神
奈
川
、「
組
織
と
運
営
」、https://rengo.or.jp/w

p-content/uploads/2016/03/feceb339c0c0ef6614356f6fa92a77ea.pdf

、

（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
）。

岐
阜
県
加
茂
郡
東
白
川
村
を
例
に
挙
げ
る
と
、
村
は
、
人
口
二
千
人
あ
ま
り
の
自
治
体
（
東
白
川
村
、「
統
計
─
情
報
公
開
─
村
政
情
報
─

（
97
）

（
98
）

（
99
）

（
100
）

（
101
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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東
白
川
村
役
場
」、https://w

w
w

.vill.higashishirakaw
a.gifu.jp/sonsei/koukai/toukei/#jinkosuii

、（
二
〇
一
九
・
七
・
二
一
）。
平
成

二
七
年
度
参
照
。）
で
あ
る
。
事
業
主
の
割
合
と
し
て
は
、
中
小
企
業
の
事
業
主
が
す
べ
て
で
あ
り
（
村
内
最
大
の
企
業
規
模
は
、
従
業
員
二
三

〇
人
程
度
の
岐
阜
部
品
工
業
株
式
会
社
で
あ
る
）、
使
用
者
の
団
体
で
あ
る
商
工
会
は
存
在
す
る
が
、
労
働
組
合
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

よ
う
な
事
情
も
あ
っ
て
か
、
労
働
者
の
発
言
力
が
乏
し
く
、
行
政
の
施
策
も
労
働
者
の
地
位
向
上
に
不
十
分
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
点
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
村
の
施
策
の
一
例
を
挙
げ
る
と
、
村
は
、
村
の
基
幹
事
業
で
あ
る
林
業
の
後
継
者
と
な
る
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
獲
得
お
よ
び

雇
用
環
境
の
改
善
、
労
働
安
全
の
向
上
を
図
り
、
就
業
へ
の
定
着
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
雇
用
促
進
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
事
業
主

が
労
働
者
一
人
を
雇
用
す
る
に
つ
き
、
月
額
一
八
万
円
以
上
の
給
与
を
支
払
う
こ
と
を
条
件
に
、
事
業
主
に
対
し
て
五
年
間
、
月
一
五
万
円
を
支

給
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
は
、
事
業
主
が
月
額
三
万
円
で
実
質
的
に
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
事
業
主
に

対
す
る
支
援
に
と
ど
ま
っ
た
た
め
、
雇
用
促
進
事
業
と
い
う
名
称
を
改
め
、
林
業
・
製
材
、
建
築
業
担
い
手
育
成
事
業
と
し
た
経
緯
が
あ
る
。

菅
野
・
前
掲
注
（
35
）
八
四
一
頁
。

石
川
吉
右
衛
門
『
労
働
組
合
法
』（
有
斐
閣
、
一
九
七
八
）
二
五
頁
。

榊
原
嘉
明
「
労
働
組
合
法
に
お
け
る
使
用
者
概
念
の
相
対
性
に
関
す
る
覚
書
」
新
報
一
一
九
巻
五
・
六
号
（
二
〇
一
二
）
三
七
八
頁
。

菅
野
・
前
掲
注
（
35
）
一
〇
〇
四
頁
。

榊
原
・
前
掲
注
（
110
）
三
八
〇
─
三
八
一
頁
。

中
央
労
働
委
員
会
、「
第
一
節　

不
当
労
働
行
為
審
査
の
概
況
」、https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/churoi/nenpou/dl/h29/1-1-1.pdf

、

（
二
〇
一
九
・
七
・
二
二
）
に
よ
る
と
、
平
成
二
九
年
の
不
当
労
働
行
為
審
査
に
お
け
る
合
同
労
組
事
件
の
新
規
申
立
件
数
は
二
二
二
件
で
新
規

申
立
件
数
に
占
め
る
割
合
は
七
四
％
で
あ
り
、
民
間
企
業
関
係
事
件
の
新
規
申
立
件
数
二
八
九
件
を
労
組
法
第
七
条
該
当
号
別
に
重
複
集
計
し
た

結
果
、
二
号
関
係
事
件
が
二
二
二
件
で
七
七
％
を
占
め
る
。

西
谷
・
前
掲
注
（
42
）
一
四
三
─
一
四
四
頁
。

西
谷
・
前
掲
注
（
42
）
一
四
四
頁
は
、
関
係
な
い
し
秩
序
を
重
点
と
す
る
と
、
個
々
人
の
団
結
権
や
企
業
内
少
数
組
合
、
地
域
ユ
ニ
オ
ン
等

の
団
結
権
等
を
軽
視
す
る
方
向
に
繋
が
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
関
係
や
秩
序
に
重
点
を
お
く
の
は
適
切
で
は
な
い
。

済
生
会
中
央
病
院
事
件
（
最
三
小
判
昭
和
六
〇
・
七
・
一
九
民
集
三
九
巻
五
号
一
二
六
六
頁
）
は
、「
労
働
組
合
法
二
七
条
の
規
定
に
よ
る

救
済
命
令
の
名
宛
人
と
さ
れ
る
「
使
用
者
」
は
、
不
当
労
働
行
為
を
禁
止
す
る
同
法
七
条
の
規
定
に
い
う
「
使
用
者
」
で
あ
り
、
か
つ
、
不
当
労

（
108
）

（
109
）

（
110
）

（
111
）

（
112
）

（
113
）

（
114
）

（
115
）

（
116
）
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働
行
為
の
責
任
主
体
と
し
て
不
当
労
働
行
為
に
よ
つ
て
生
じ
た
状
態
を
回
復
す
べ
き
公
法
上
の
義
務
を
負
担
し
、
確
定
し
た
救
済
命
令
（
労
働
組

合
法
二
七
条
九
項
）
又
は
緊
急
命
令
（
同
条
八
項
）
を
履
行
し
な
い
と
き
は
過
料
の
制
裁
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の

「
使
用
者
」
は
、
法
律
上
独
立
し
た
権
利
義
務
の
帰
属
主
体
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
企
業
主
体
で
あ
る
法

人
の
組
織
の
構
成
部
分
に
す
ぎ
な
い
も
の
は
、
法
律
上
独
立
し
た
権
利
義
務
の
帰
属
主
体
で
は
な
い
か
ら
、
右
の
「
使
用
者
」
に
は
あ
た
ら
ず
、

こ
れ
を
救
済
命
令
の
名
宛
人
と
し
て
救
済
命
令
を
発
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
す
る
。

片
岡
曻
著
・
村
中
孝
史
補
訂
『
労
働
法
（
一
）〔
第
四
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
）
二
七
四
頁
、
岸
井
貞
男
『
不
当
労
働
行
為
の
法
理
論

─
不
当
労
働
行
為
法
の
原
理
（
上
）』（
総
合
労
働
研
究
所
、
一
九
七
八
）
一
五
一
─
一
五
二
頁
。

菅
野
・
前
掲
注
（
35
）
一
〇
〇
六
頁
。

荒
木
・
前
掲
注
（
37
）
六
七
三
頁
。

中
島
正
雄
「
不
当
労
働
行
為
の
「
使
用
者
」
性
判
断
基
準
─
大
阪
市
（
大
阪
運
輸
振
興
）
事
件
・
大
阪
府
労
委
（
平
成
二
五
年
八
月
二
〇

日
）
の
検
討
」
立
命
三
五
七
・
三
五
八
号
（
二
〇
一
四
）
一
三
六
頁
は
、
大
阪
市
（
大
阪
運
輸
振
興
）
事
件
を
例
に
、
朝
日
放
送
事
件
と
は
類
型

の
異
な
る
事
案
に
つ
い
て
も
同
判
決
の
基
準
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
中
島
は
、
大
阪
市
（
大
阪
運
輸
振

興
）
事
件
は
、「
業
務
委
託
関
係
に
あ
る
取
引
先
に
よ
る
便
宜
供
与
の
廃
止
（
支
配
介
入
）
の
事
例
で
あ
り
、
不
当
労
働
行
為
事
件
と
し
て
は
極

め
て
稀
な
事
件
で
あ
る
。
派
遣
先
の
団
交
拒
否
が
問
題
と
な
っ
た
朝
日
放
送
事
件
と
は
「
使
用
者
」
の
類
型
も
不
当
労
働
行
為
の
類
型
も
異
な

る
。」
と
述
べ
、「
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
に
も
朝
日
放
送
事
件
・
最
高
裁
判
決
の
基
準
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
救
済
を
行
わ
な
い
と

の
結
論
が
導
か
れ
て
い
る
」
と
批
判
す
る
。

派
遣
労
働
関
係
に
お
い
て
も
援
用
で
き
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
西
谷
・
前
掲
注
（
42
）
一
五
二
頁
、
本
庄
淳
志
「
労
組
法
上
の
使
用
者
─

派
遣
先
の
団
交
応
諾
義
務
を
中
心
に
」
季
労
二
二
九
号
（
二
〇
一
〇
）
一
一
七
頁
。
も
っ
と
も
、
い
ず
れ
も
派
遣
労
働
関
係
に
朝
日
放
送
判
決
を

適
用
し
て
解
決
可
能
な
場
合
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
記
述
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

道
幸
哲
也
『
労
働
組
合
の
変
貌
と
労
使
関
係
法
』（
信
山
社
、
二
〇
一
〇
）
二
五
九
頁
以
下
。
ま
た
、
中
島
・
前
掲
注
（
120
）
一
五
四
頁
は
、

「
使
用
者
」
の
類
型
と
不
当
労
働
行
為
の
類
型
と
を
ク
ロ
ス
さ
せ
て
「
使
用
者
」
性
の
判
断
基
準
を
具
体
化
す
る
こ
と
で
、
適
切
か
つ
安
定
し
た

判
定
が
可
能
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

富
永
・
前
掲
注
（
86
）
一
八
─
一
九
頁
。
菅
野
・
前
掲
注
（
35
）
八
三
二
頁
注
一
七
は
、
一
定
の
労
務
提
供
関
係
を
対
象
と
し
て
労
組
法
上

（
117
）

（
118
）

（
119
）

（
120
）

（
121
）

（
122
）

（
123
）
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合同労組の意義と組織的特徴から生じる労組法上の課題（二・完）

の
「
労
働
者
」
性
を
判
断
す
る
。

岩
村
正
彦
＝
荒
木
尚
志
＝
村
中
孝
史
「
鼎
談　

労
働
組
合
法
上
の
労
働
者
性
を
め
ぐ
っ
て
」
ジ
ュ
リ
一
四
二
六
号
（
二
〇
一
一
）
三
一
─
三

二
頁
〔
岩
村
発
言
〕。

厚
生
労
働
省
労
政
参
事
官
室
・
前
掲
注
（
91
）
二
五
九
頁
。

山
本
吉
人
「
労
働
組
合
と
自
主
性
─
利
益
代
表
者
と
経
費
援
助
に
つ
い
て
」
志
林
第
八
八
巻
三
号
（
一
九
九
一
）
七
頁
。

山
本
・
前
掲
注
（
126
）
三
八
頁
以
下
に
お
い
て
、
経
費
援
助
の
実
情
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
組
合
活
動
費
を
確
保
・
捻
出
す
る
こ
と

の
困
難
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

榊
原
・
前
掲
注
（
110
）
三
八
三
頁
以
下
で
は
、
労
組
法
七
条
に
関
わ
る
規
定
と
し
て
、
労
組
法
二
七
条
以
下
、
労
組
法
六
条
、
労
組
法
一
四

条
の
ほ
か
、
労
組
法
八
条
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

榊
原
・
前
掲
注
（
110
）
三
八
三
─
三
八
四
頁
。

榊
原
・
前
掲
注
（
110
）
三
八
五
頁
は
、
こ
の
ほ
か
、
不
当
労
働
行
為
制
度
と
引
き
つ
け
て
定
義
し
、
団
体
交
渉
の
当
事
者
と
、
労
働
協
約
の

当
事
者
が
異
な
る
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、
支
社
・
工
場
な
ど
が
本
社
か
ら
一
定
の
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
場

合
は
団
体
交
渉
の
当
事
者
と
し
て
扱
う
と
す
る
。

榊
原
・
前
掲
注
（
110
）
三
八
六
頁
は
、
相
関
性
を
必
ず
し
も
要
し
な
い
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

榊
原
・
前
掲
注
（
110
）
三
九
二
─
三
九
三
頁
は
、
労
働
組
合
で
あ
れ
ば
企
業
が
応
じ
る
限
り
労
働
協
約
を
締
結
で
き
る
と
し
て
、
相
関
性
を

要
し
な
い
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

西
谷
・
前
掲
注
（
42
）
一
四
七
頁
。

菅
野
・
前
掲
注
（
35
）
一
〇
一
四
頁
。

富
永
・
前
掲
注
（
86
）
一
九
頁
。

西
谷
・
前
掲
注
（
42
）
一
五
四
頁
。

住
友
ゴ
ム
工
業
事
件
（
大
阪
高
判
平
成
二
一
・
一
二
・
二
二
労
判
九
九
四
号
八
一
頁
）。

西
谷
・
前
掲
注
（
42
）
一
五
四
頁
。

（
124
）

（
125
）

（
126
）

（
127
）

（
128
）

（
129
）

（
130
）

（
131
）

（
132
）

（
133
）

（
134
）

（
135
）

（
136
）

（
137
）

（
138
）
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